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2001年10月  「首都圏情報産業特区・八王子」構想推進協議会設立 

（愛称：サイバーシルクロード八王子） 

2000年 1月   黒須市長就任 

“八王子を元気なまちに！” 
・ ・ 

2001年 4月   八王子市地域産業振興会議の提言  

 八王子ローカル・ポータルサイトの立ち上げ 

 求心力のある産業振興拠点の整備 

 創造力ある人材の育成 

 起業家の創出・育成及び既存産業の活性化 
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ミッション 
 
    ＜地域中小企業の活性化支援＞ 

    

   ＊ 企業間のネットワーク作り 

   ＊ 人材育成 

   ＊ 経営力の強化 

   ＊ 対外発信力の向上 
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活動の進め方 

 ＊新しいネットワーク作りと人材育成にフォーカス 
 ＊“Face to Face”  “スピードと現場主義” 
 ＊開かれた自由な組織 
 ＊他の組織との柔軟な連携 
 ＊草の根からの掘り起こし 
 

   “お客様は事業家と起業家” 
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  ＜ ビジネスお助け隊＞ 

    ＊2003年個人会員有志の提言で発足 

    ＊アクティブシニア６０名、平均年齢６３歳 

     * 主力は大企業出身者     

     * ボランティアベースの活動 

     * メンバーによる自主運営 

    ＊複数メンバーによる立体支援 

    ＊高いモーティベーションと倫理観 

        * 行動規範 「お助け隊憲章」 
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人材育成プログラム 

＊はちおうじ未来塾 

  中小企業後継者育成 （塾頭：甲谷） 

＊リーダー育成塾 

  中堅リーダー育成 （お助け隊立案・講義） 

＊本気の創業塾 

  創業者支援 （お助け隊立案・講義） 

＊３日間社長のカバン持ち体験 
  大学・高専生のための新しいインターンシップ  
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（後継者育成塾） 

 ＊ 八王子の地元にこだわった手作りのコース 

 

＊ 講師は市内で革新的な経営を展開している経営者 

 

＊ 講師の生きざまから、経営者としての備えるべき資質、 

  志、覚悟を学び取る 

 

＊ 手法や知識の習得にはこだわらない 

 

＊ 一年コース、月一回土曜１４：００～夜半（¥100,000） 

 

 
 

 

  

 



＊自ら職務に対する重要性を認識し、経営マインドを 
  持って、社内に良い影響を与える、リーダー的人材 
  を育成する 
 

＊カリキュラムはビジネスお助け隊の手作り 
 

＊講師陣は経験豊富なビジネスお助け隊アドバイザー 
 

＊６か月、１２回コース （￥10,000） 
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* 「 ビジネスお助け隊 」 による手作り講座 
* 受講者の個別ニーズに対応した支援 

      ・  事前の個別相談 

       ・  ５ 日間  計 ３０ 時間の講議 
         ・  事業計画ブラッシュアップ 
         ・  認定事業者に対する伴走支援 
         ・  インキュベーション施設の斡施と支援 
 

* 商工会議所、市、多摩信用金庫、サイバーシルクロード 
  四者の緊密な連携による創業者支援 
*本気の創業塾-スピンオフ バージョンによる支援 
  （21年度緊急雇用対策） 
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＊八王子発の新しいインターンシップ 

＊３日間社長に密着 

＊学生にとって： 

   ・地元企業の実態とその魅力を理解する 

   ・進路の選択肢を広げる 

＊企業にとって： 

   ・地元学生の採用促進 

   ・社内の活性化 



＊ 実動部隊としてのビジネスお助け隊の活躍 

＊ 市、商工会議所、学校、金融機関との密接な連携 

＊  「産-産」連携を主体としたネットワークづくり 

      ＊ 徹底したフットワークとフォローアップと「草の根」堀り起し 

------------------------------------------------------------------------- 

  * 2008年３月 地域づくり総務大臣表彰受賞 

  * 2009年１月 Japan Venture Award 経済産業大臣賞受賞          

 

 

 

  ＊ 民間企業出身者によるリーダーシップ 
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スローガン 
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